
ところ 大垣市奥の細道むすびの地記念館

１階　企画展示室

第27回 企画展第27回 企画展

10月5日（土）～11月17日（日）

芭蕉と門人①  ～伊賀の蕉門俳人たち～

令和元年 207 ～ 19土 日

開館時間 9：00～17：00

奥の細道むすびの地記念館  第26回企画展

博士のまち・大垣 ④

要 事 前 申 込 み
6月3日（月）～

企画展関連講座
〈 記 念 館  多 目 的 室 1 〉

受講料無料

講 師：小野田　滋 氏

　　　 （鉄道総合技術研究所

　　　　　　　　　情報管理部担当部長）

那波光雄とその時代
～鉄道技術の国産化とともに～

定員
80名

8/18（日） 14：00～15：30

びの地記念館

館時間 9：00～17：00

那波光雄とその時代
～鉄道技術の国産化とともに～

（学芸員による企画展示解説）

ギャラリー
トーク

〈 企 画 展 示 室 〉

参加費無料
（ただし、入館料は必要）

いずれも 15：00～　３０分程度

事前申込み不要

7/21（日）・8/4（日）

8/25（日）・9/1（日）

〒503-0923 岐阜県大垣市船町2丁目26番地1　TEL 0584-84-8430

主催／大垣市・大垣市教育委員会
問い合わせ先／文化振興課 〒503-0 8 8 8 岐阜県大垣市丸の内2丁目55番地
TEL 0584-47-8067（直通） FAX 0584-81-0715  http://www.city.ogaki.lg.jp/

大垣市奥の細道むすびの地記念館

みんなで築こう 人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう違いを認め合う心～



名 前

住 所

電話・FAX番号 電話

※申込書の個人情報は、適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません。

FAX

那波光雄とその時代　～鉄道技術の国産化とともに～

奥の細道むすびの地記念館 企画展関連講座

FAX
0584-81-0715

参 加 申 込 用 紙
ふ り が な

企画展関連 講座

日 程

テ ー マ

講 師

場 所

定 員

受 講 料

申込み方法

問い合わせ先

申込用紙に必要事項を記入して、文化振興課へ郵送・持参・FAXまたは
奥の細道むすびの地記念館ホームページ（http://www.basho-ogaki.jp/）より
〒503-0888 岐阜県大垣市丸の内2-55 大垣市教育委員会 文化振興課
TEL 0584-47-8067(直通)　FAX 0584-81-0715

奥の細道むすびの地記念館 多目的室1

80名

無 料

小野田　滋 氏　（鉄道総合技術研究所情報管理部担当部長） 

那波光雄とその時代　～鉄道技術の国産化とともに～

8月18日（日）　14：00～15：30

※詳細は奥の細道むすびの地記念館ホームページ等でお知らせします。

展示品

・関西鉄道写真（鉄道総合技術研究所蔵）

・関西鉄道汽車時間表（京都鉄道博物館蔵）

・Design for a skew bridge-work for the Tsuge-Nara line（京都大学附属図書館蔵） 

・明治37・38年戦役号集「京都帝国大学　那波光雄」（岐阜県歴史資料館蔵）

・第9回国際鉄道会議と伊国の鉄道に就て（鉄道博物館蔵）

・鉄道の回顧（東京工業大学附属図書館蔵）

・留学先から家族に宛てた絵葉書（個人蔵）　

・関西鉄道揖斐川橋梁・木津川橋梁等工事風景写真（当館蔵）　ほか
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